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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 生 成 さ れ た 音 声 中 の 欠 落 し た 音 声 情 報 の 影 響 を 隠 蔽 す る 方 法 で あ っ て
、 前 記 音 声 信 号 は 、 圧 縮 さ れ 、 パ ケ ッ ト で 受 信 機 に 送 信 さ れ た パ ケ ッ ト の 一 つ 又 は そ れ 以
上 が 前 記 受 信 機 に お い て 受 信 さ れ な い こ と に よ っ て 欠 落 す る も の で あ り 、
　 音 声 情 報 を 表 す 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト に 基 づ い て 音 声 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 機 に お い て 、 音 声 信 号 の 形 成 に パ ケ ッ ト が 利 用 で き な い と い う 判 断 に 応 答 し 、
事 前 に 形 成 さ れ た 音 声 信 号 の 一 部 を 使 い 、 前 記 利 用 で き な い パ ケ ッ ト に 対 応 す る 音 声 信 号
の 一 部 を 合 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 み 、 基 本 振 動 数 が 閾 値 よ り 高 い 音 声 に お い て は 、 基 本 振 動 数 が 閾 値 よ り 低 い 音 声 よ
り も 、 前 記 合 成 ス テ ッ プ で 事 前 形 成 さ れ た 部 分 の ピ ッ チ 周 期 の 数
が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

見 出 さ れ た サ ン プ ル の 総

生 成 さ れ た 音 声 中 の 欠 落 し た 音 声 情 報 の 影 響 を 隠 蔽 す る 方 法 で あ っ て
、
　 前 記 音 声 信 号 は 、 圧 縮 さ れ 、 パ ケ ッ ト で 受 信 機 に 送 信 さ れ た パ ケ ッ ト の 一 つ 又 は そ れ 以
上 が 前 記 受 信 機 に お い て 受 信 さ れ な い こ と に よ っ て 欠 落 す る も の で あ り 、
　 音 声 情 報 を 表 す 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト に 基 づ い て 音 声 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 パ ケ ッ ト が 受 信 さ れ ず 、 前 記 受 信 機 に お い て 音 声 信 号 の 形 成 に パ ケ ッ ト が 利 用 で き な い
と い う 判 断 に 応 答 し て 、 事 前 に 形 成 さ れ た 音 声 信 号 の 一 部 を 含 む 前 記 利 用 で き な い パ ケ ッ
ト に 対 応 す る 音 声 信 号 の 一 部 を 合 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 み 、 前 記 事 前 に 形 成 さ れ た 音 声 信 号 の 一 部 は 、 前 記 音 声 信 号 の 一 部 の 合 成 を 形 成 す
る た め に 繰 り 返 さ れ る 前 記 事 前 に 形 成 さ れ た 音 声 情 報 の ｋ 個 の ピ ッ チ 周 期 に 対 応 し 、
　 基 本 振 動 数 が 閾 値 よ り 高 い 音 声 に お い て は 、 基 本 振 動 数 が 閾 値 よ り 低 い 音 声 よ り も 、 ｋ
が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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